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■
定
期
監
査
及
び
財
政
援
助
団
体

等
監
査
結
果
報
告
に
つ
い
て

　
平
成
　
年
度
に
監
査
委
員
が
行

２４

っ
た
　
課
の
定
期
監
査
と
、
補
助

１２

金
の
交
付
な
ど
財
政
援
助
を
行
っ

て
い
る
５
団
体
に
対
す
る
監
査
結

果
に
つ
い
て
、
対
象
と
な
っ
た
事

務
は
い
ず
れ
も
適
正
に
処
理
さ
れ

て
い
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

算
に
２
億
９
，６
６
４
万
８
千
円
を

追
加
し
、
予
算
の
総
額
を
　
億
７
，

４６

１
１
４
万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

ま
た
予
算
を
翌
年
度
に
繰
り
越
し

て
事
業
を
実
施
す
る
た
め
の
繰
越

明
許
費
に
、
１
事
業
、
４
，０
９
９

万
１
千
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

　
補
正
予
算
の
主
な
増
減
と
繰
越

明
許
費
追
加
事
業
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

【
歳
　
出
】

▽
財
政
調
整
基
金
積
立
金
の
増

 

１
億
５
，０
０
０
万
円

▽
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
事
業

基
金
積
立
金
の
増

 

６
，６
７
０
万
円

▽
平
成
　
年
度
生
活
保
護
費
国
庫

２３

負
担
金
返
還
金
等
の
増

 

１
，５
８
２
万
３
千
円

▽
障
害
者
福
祉
費
扶
助
費
の
増

 

１
，５
４
０
万
円

▽
医
療
福
祉
費
扶
助
費
の
減

 

９
８
５
万
１
千
円

▽
老
人
福
祉
施
設
措
置
費
の
減

 

７
０
０
万
円

▽
空
知
中
部
広
域
連
合
負
担
金
の

減
 

１
，０
３
８
万
７
千
円

▽
生
活
保
護
費
の
減

 

６
５
０
万
９
千
円

▽
児
童
手
当
扶
助
費
の
減

 

７
０
３
万
円

▽
児
童
扶
養
手
当
扶
助
費
の
減

 

２
４
８
万
８
千
円

▽
健
康
診
断
委
託
料
の
減

 

２
８
６
万
６
千
円

▽
最
終
処
分
場
災
害
土
砂
分
別
委

託
料
の
減
 
３
８
５
万
５
千
円

▽
砂
川
地
区
保
健
衛
生
組
合
負
担

金
の
減
 

２
８
８
万
１
千
円

▽
中
・
北
空
知
廃
棄
物
処
理
広
域

連
合
負
担
金
の
増

 

２
，８
１
６
万
６
千
円

▽
新
産
業
等
創
造
事
業
助
成
補
助

金
の
減
 

１
，０
５
０
万
円

▽
市
営
神
威
岳
観
光
特
別
会
計
繰

出
金
の
減
 
７
５
０
万
８
千
円

▽
温
泉
施
設
利
用
促
進
補
助
金
の

増
 

１
，６
０
０
万
円

▽
除
雪
委
託
料
の
増

 

９
２
７
万
４
千
円

▽
市
営
公
共
下
水
道
特
別
会
計
繰

出
金
の
増
 

３
，９
１
９
万
円

▽
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
施
設

設
計
委
託
料
の
減

 

１
，２
９
８
万
８
千
円

▽
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
施
設

整
備
工
事
費
の
減

 

２
６
３
万
４
千
円

▽
繰
上
償
還
に
伴
う
市
債
償
還
元

金
の
増
 
２
，９
０
６
万
１
千
円

▽
特
別
職
給
の
削
減
率
の
圧
縮
及

び
職
員
の
異
動
等
に
伴
う
職
員

給
与
費
の
減

 

２
，５
０
４
万
７
千
円

【
歳
　
入
】

▽
市
民
税
個
人
所
得
割
の
増

 

６
０
０
万
円

▽
市
民
税
法
人
税
割
の
増

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

第１回定例会
３月７日から会期１２日間で開催

承
認
さ
れ
た
報
告

可
決
さ
れ
た
議
案

●
平
成
　
年
度
当
初
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

２５

　
平
成
　
年
度
の
事
業
や
予
算
案
な
ど
を
審
議
す
る
第
１
回
定
例
会
が
、
３
月
７
日
か
ら
同
　
日
ま
で
会

２５

１８

期
　
日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１２
　
定
例
会
で
は
、
新
年
度
に
お
け
る
市
政
及
び
教
育
行
政
の
執
行
方
針
演
説
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
議
案
　３０

件
、
報
告
２
件
、
意
見
書
案
９
件
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
議
事
項
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、
執
行
方
針
と
新
年
度
予
算
の
あ
ら
ま
し
は
、
本
紙
２

ペ
ー
ジ
か
ら
９
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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…
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…
…
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…
…
…
…
…
…
…
…
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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■
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の

職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
地
域
社
会
に
お
け
る
共
生
の
実

現
に
向
け
て
新
た
な
障
害
保
健
福

祉
施
策
を
講
ず
る
た
め
の
関
係
法

律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
、

障
害
者
自
立
支
援
法
の
題
名
が
改

め
ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
関
係
条

文
を
整
備
し
ま
し
た
。

■
歌
志
内
市
福
祉
医
療
費
助
成
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
医
療
給
付
事
業
の
受
給
資
格
者

に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
、
北
海

道
医
療
給
付
事
業
補
助
金
交
付
要

綱
に
お
け
る
認
定
要
件
と
の
整
合

を
図
る
た
め
、
関
係
条
文
を
整
備

し
ま
し
た
。

■
平
成
　
年
度
歌
志
内
市
一
般
会

２４

計
補
正
予
算
（
第
　
・
　

号
）

１０

１１

　
今
回
の
補
正
は
、
主
に
年
度
末

の
決
算
見
込
み
に
伴
う
増
減
調
整

を
行
っ
た
も
の
で
、
歳
入
歳
出
予
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８
０
０
万
円

▽
市
た
ば
こ
税
の
増

 

４
０
０
万
円

▽
地
方
消
費
税
交
付
金
の
減

 

２
２
５
万
５
千
円

▽
普
通
交
付
税
の
増

 

７
，９
３
５
万
３
千
円

▽
震
災
復
興
特
別
交
付
税
の
増

 

３
，１
９
８
万
３
千
円

▽
改
良
住
宅
使
用
料
の
減

 

２
６
０
万
１
千
円

▽
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
国
庫
負

担
金
の
増
 

７
７
０
万
円

▽
生
活
保
護
費
国
庫
負
担
金
の
減

 

８
５
４
万
９
千
円

▽
被
用
者
児
童
手
当
国
庫
負
担
金

の
減
 

３
２
０
万
５
千
円

▽
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
の

増
 

４
６
０
万
円

▽
消
防
施
設
改
修
事
業
国
庫
補
助

金
の
増
 

７
２
６
万
３
千
円

▽
土
地
売
払
収
入
の
減

 

３
３
９
万
８
千
円

▽
前
年
度
繰
越
金
の
増

 

８
，９
８
２
万
９
千
円

▽
介
護
サ
ー
ビ
ス
通
所
介
護
費
収

入
の
減
 
１
，１
３
８
万
５
千
円

▽
生
活
保
護
費
返
還
金
の
増

 

４
８
９
万
１
千
円

▽
空
知
産
炭
地
域
振
興
助
成
金
の

減
 

１
，０
６
１
万
６
千
円

▽
中
・
北
空
知
廃
棄
物
処
理
広
域

連
合
焼
却
灰
処
理
負
担
金
の
減

 

４
９
２
万
１
千
円

▽
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
整

備
事
業
債
の
減
 
２
７
０
万
円

▽
消
防
救
急
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
事

業
債
の
減
 

２
，２
５
０
万
円

▽
給
食
セ
ン
タ
ー
設
備
整
備
事
業

債
の
増
 

４
５
０
万
円

▽
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
事
業

債
の
増
 

６
，６
７
０
万
円

▽
中
央
社
宅
２
号
線
道
路
改
良
舗

装
工
事
債
の
増

 

２
，２
５
０
万
円

【
繰
越
明
許
費
追
加
事
業
】

▽
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
購
入

■
同
歌
志
内
市
営
公
共
下
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
市
債
の
繰
上
償
還
や
年
度
末
の

決
算
見
込
み
な
ど
に
よ
り
、
歳
入

歳
出
予
算
に
１
，４
８
７
万
７
千
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
４
億
１
，

８
０
７
万
７
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
同
歌
志
内
市
営
神
威
岳
観
光
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
ス
キ
ー
場
リ
フ
ト
整
備
や
、
か

も
い
岳
温
泉
別
館
屋
根
塗
装
工
事

費
の
入
札
減
に
よ
り
、
歳
入
歳
出

予
算
か
ら
１
１
０
万
８
千
円
を
減

額
し
、
予
算
総
額
を
３
，７
９
９
万

２
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
同
歌
志
内
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
平
成
　
年
度
空
知
中
部
広
域
連

２３

合
返
還
金
の
確
定
な
ど
に
よ
り
、

歳
入
歳
出
予
算
に
５
，８
０
４
万
１

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
２

億
７
，１
７
５
万
４
千
円
と
し
ま
し

た
。

■
同
歌
志
内
市
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
負
担
金
の
確
定
な
ど
に
よ
り
、

歳
入
歳
出
予
算
か
ら
８
０
５
万
円

を
減
額
し
、
予
算
総
額
を
９
，２
２

５
万
円
と
し
ま
し
た
。

■
同
歌
志
内
市
病
院
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

　
年
度
末
の
決
算
見
込
み
を
調
整

し
、
次
の
と
お
り
補
正
し
ま
し
た
。

▼
収
益
的
収
支

　
収
入
は
５
２
０
万
５
千
円
を
増

額
し
て
５
億
７
，４
７
０
万
３
千
円

に
、
支
出
は
１
，３
４
５
万
７
千
円

を
減
額
し
て
６
億
４
２
２
万
円
と

し
ま
し
た
。

　
今
回
の
補
正
に
よ
り
当
年
度
純

損
失
は
、
当
初
予
算
と
比
較
し
て

９
８
５
万
７
千
円
減
少
し
て
３
，１

　
以
下
の
議
案
は
、
３
日
間
に
わ

た
る
条
例
・
予
算
等
審
査
特
別
委

員
会
の
審
査
を
経
て
、
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
歌
志
内
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
本
部
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

平
成
　
年
３
月
７
日

２５

条
例
・
予
算
等
審
査
特
別

委
員
会
付
託

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策

特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、
歌
志
内

市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策

本
部
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め

る
た
め
、
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

■
歌
志
内
市
道
路
の
構
造
の
技
術

的
基
準
等
を
定
め
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

平
成
　
年
３
月
７
日

２５

条
例
・
予
算
等
審
査
特
別

委
員
会
付
託

　
道
路
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
市
が
管
理
す
る
市
道
を
新

設
し
、
ま
た
は
改
築
す
る
場
合
に

６
２
万
２
千
円
に
、
欠
損
金
合
計

は
８
億
７
，５
２
７
万
６
千
円
と
な

る
見
込
み
で
す
。

●議会の動き〈第１回定例会〉
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休
会
中
の
審
査
と
し
て

付
託
・
可
決
さ
れ
た
議
案

お
け
る
道
路
の
構
造
の
技
術
的
基

準
を
定
め
る
条
例
を
制
定
し
ま
し

た
。

■
歌
志
内
市
移
動
等
の
円
滑
化
の

促
進
に
係
る
道
路
の
構
造
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

平
成
　
年
３
月
７
日

２５

条
例
・
予
算
等
審
査
特
別

委
員
会
付
託

　
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等

の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
移

動
等
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な
道

路
の
構
造
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

■
歌
志
内
市
特
別
職
の
職
員
の
給

与
等
の
支
給
に
関
す
る
条
例
及

び
歌
志
内
市
教
育
委
員
会
教
育

長
の
給
与
及
び
勤
務
時
間
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

平
成
　
年
３
月
７
日

２５

条
例
・
予
算
等
審
査
特
別

委
員
会
付
託

　
特
別
職
の
職
員
及
び
教
育
長
の

給
料
に
つ
い
て
、
現
在
実
施
し
て

い
る
縮
減
措
置
を
平
成
　
年
３
月

２６

ま
で
延
長
す
る
改
正
を
行
い
ま
し

た
。

（

）

（

）

（

）

（

）
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条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

■
歌
志
内
市
営
住
宅
管
理
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

平
成
　
年
３
月
７
日

２５

条
例
・
予
算
等
審
査
特
別

委
員
会
付
託

　
公
営
住
宅
法
が
改
正
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
公
営
住
宅
及
び
改
良

住
宅
の
整
備
基
準
を
定
め
る
と
と

も
に
、
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置

法
の
制
定
に
伴
い
、
入
居
資
格
の

特
例
措
置
を
講
じ
る
た
め
、
関
係

条
文
を
整
備
し
ま
し
た
。

■
歌
志
内
市
都
市
公
園
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

平
成
　
年
３
月
７
日

２５

条
例
・
予
算
等
審
査
特
別

委
員
会
付
託

　
都
市
公
園
法
及
び
高
齢
者
、
障

害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促

進
に
関
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
市
が
管
理
す
る
都

市
公
園
の
配
置
及
び
規
模
に
関
す

る
技
術
的
基
準
等
を
定
め
ま
し

た
。

■
歌
志
内
市
下
水
道
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

平
成
　
年
３
月
７
日

２５

条
例
・
予
算
等
審
査
特
別

委
員
会
付
託

　
下
水
道
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
市
が
管
理
す
る

公
共
下
水
道
の
構
造
の
技
術
的
基

準
を
定
め
ま
し
た
。

■
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

平
成
　
年
３
月
７
日

２５

条
例
・
予
算
等
審
査
特
別

委
員
会
付
託

　
歌
志
内
市
ス
キ
ー
場
及
び
歌
志

内
市
保
健
休
養
施
設
に
お
け
る
管

理
運
営
を
効
果
的
か
つ
効
率
的
に

行
う
た
め
指
定
管
理
者
を
指
定
し

ま
し
た
。

▽
指
定
管
理
者
と
な
る
団
体
の
名

称
（
所
在
）
珂
プ
ラ
ッ
サ
（
市

内
歌
神
　
番
地
　
）

９４

１５

▽
指
定
の
期
間
　
平
成
　
年
４
月

２５

１
日
か
ら
同
　
年
３
月
　
日
ま

２８

３１

で
■
石
狩
川
流
域
下
水
道
効
果
促
進

事
業
（
汚
泥
等
受
入
施
設
建
設

事
業
）
に
対
す
る
支
援
に
関
す

る
事
務
の
委
託
に
つ
い
て

平
成
　
年
３
月
７
日

２５

条
例
・
予
算
等
審
査
特
別

委
員
会
付
託

　
石
狩
川
流
域
下
水
道
効
果
促
進

 ●議会の動き〈第１回定例会〉

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

■
歌
志
内
市
職
員
給
与
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

平
成
　
年
３
月
７
日

２５

条
例
・
予
算
等
審
査
特
別

委
員
会
付
託

　
歌
志
内
市
職
員
の
給
与
に
つ
い

て
、
現
在
実
施
し
て
い
る
縮
減
措

置
を
平
成
　
年
３
月
ま
で
延
長
す

２６

る
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

■
歌
志
内
市
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

平
成
　
年
３
月
７
日

２５

条
例
・
予
算
等
審
査
特
別

委
員
会
付
託

　
軽
自
動
車
税
の
税
率
を
減
額
す

る
た
め
、
歌
志
内
市
税
条
例
の
一

部
を
改
正
し
ま
し
た
。

■
歌
志
内
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
平
成
　
年
３
月
７
日

２５

条
例
・
予
算
等
審
査
特
別

委
員
会
付
託

　
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
法
律
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
本
市
が
設
置
す
る

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
に
置
く
技

術
管
理
者
の
資
格
を
定
め
る
た
め
、

（

）

（

）

（

）

（

）

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

（

）

（

）

事
業
に
対
す
る
支
援
に
関
す
る
事

務
に
つ
い
て
、
関
係
市
町
の
協
議
に

よ
り
滝
川
市
に
委
託
す
る
た
め
、
委

託
に
関
す
る
規
約
を
定
め
ま
し
た
。

■
平
成
　
年
度
歌
志
内
市
各
会
計

２５

予
算平

成
　
年
３
月
８
日

２５

条
例
・
予
算
等
審
査
特
別

委
員
会
付
託

　
一
般
会
計
を
は
じ
め
、
全
６
会

計
の
新
年
度
予
算
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

■
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

平
成
　
年
３
月
　
日

２５

１２

条
例
・
予
算
等
審
査
特
別

委
員
会
付
託

　
歌
志
内
市
道
の
駅
附
帯
施
設
に

お
け
る
管
理
運
営
を
、
効
果
的
か

つ
効
率
的
に
行
う
た
め
指
定
管
理

者
を
指
定
し
ま
し
た
。

▽
指
定
管
理
者
と
な
る
団
体
の
名

称
（
所
在
）
禍
エ
コ
ノ
ミ
ー
ビ

ジ
ネ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
市
内

文
珠
１
８
７
番
地
　
）
１０

▽
指
定
の
期
間
　
平
成
　
年
４
月

２５

１
日
か
ら
同
　
年
３
月
　
日
ま

２８

３１

で可
決
さ
れ
た
意
見
書

適
用
及
び
脳
脊
髄
液
減
少
症
の

診
断
・
治
療
の
推
進
を
求
め
る

意
見
書

■
配
合
飼
料
の
価
格
高
騰
対
策
を

求
め
る
意
見
書

■
中
小
企
業
の
再
生
・
活
性
化
策

の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見

書
■
生
活
保
護
基
準
引
き
下
げ
に
反

対
す
る
意
見
書

■
拙
速
な
「
新
基
準
」
つ
く
り
を

や
め
、
原
発
再
稼
働
の
反
対
を

求
め
る
意
見
書

■
　
歳
か
ら
　
歳
高
齢
者
の
医
療

７０

７４

費
窓
口
負
担
増
の
中
止
を
求
め

る
意
見
書

■
公
務
員
賃
金
削
減
に
反
対
す
る

意
見
書

■
公
務
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
非

正
規
雇
用
労
働
者
の
雇
用
安
定

と
均
等
待
遇
実
現
を
求
め
る
意

見
書

■
憲
法
を
い
か
し
、
地
方
自
治
及

び
地
方
財
政
の
拡
充
を
求
め
る

意
見
書

 

〈
３
月
　
日
・
議
員
提
出
〉

１８

　
こ
れ
ら
の
意
見
書
は
、
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
、
内
閣
総
理
大
臣

や
厚
生
労
働
大
臣
な
ど
各
関
係
先

に
送
付
さ
れ
ま
し
た
。

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

■
ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ
療
法
の
保
険

（

）

（

）

（

）

（

）
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文
化
連
盟
加
盟
団
体
コ
ー
ナ
ー
　
吋

　
今
月
は
、「
歌
志
内
陶
芸
織
部

会
」の
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
現
在
　
人
の
会
員
で
活
動
し
て

１０

い
ま
す
。
自
分
た
ち
で
デ
ザ
イ
ン

を
考
え
、
粘
土
を
練
り
、
均
一
の

固
さ
に
し
な
け
れ
ば
良
い
作
品
が

作
れ
ず
、
こ
の
粘
土
を
練
る
作
業

が
と
て
も
た
い
へ
ん
だ
そ
う
で
す
。

　
こ
の
後
、
練
り
上
げ
た
粘
土
を

「
ろ
く
ろ
」
に
乗
せ
、
湯
飲
み
や

マ
グ
カ
ッ
プ
、
皿
な
ど
そ
れ
ぞ
れ

思
い
思
い
の
形
を
作
り
上
げ
て
い

き
ま
す
。

　
小
さ
い
も
の
だ
と
１
日
で
２
個

か
ら
３
個
ぐ
ら
い
は
作
る
そ
う
で

す
。

　
３
か
月
に
１
回
程
度
、「
乾
燥
」
、

「
素
焼
き
」
、「
本
焼
き
」
を
行
い

ま
す
。
こ
の
本
焼
き
の
後
に
釜
か

ら
出
す
と
き
が
一
番
「
ワ
ク
ワ

ク
」
す
る
そ
う
で
す
。

　
自
分
た
ち
の
納
得
の
い
く
作
品

が
出
来
上
が
る
と
、「
作
っ
て
良
か

っ
た
」
と
み
ん
な
で
話
し
合
い
、
そ

の
作
品
は
、
主
に
文
化
祭
の
時
に

展
示
し
て
皆
さ
ん
に
披
露
し
て
い

ま
す
。

　
会
員
同
士
仲
が
良
く
、
陶
芸
の

他
に
も
手
芸
や
料
理
の
話
し
な
ど

も
し
て
い
て
、
と
て
も
雰
囲
気
が

良
い
そ
う
で
す
。

　
陶
芸
に
興
味
の
あ
る
方
は
一
度

見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
と
お
話
し

し
て
く
れ
ま
し
た
。

■
活
動
の
ご
案
内

▼
活
動
日
　
毎
週
月
曜
日
　
９
時

～
　
時
・
同
火
曜
日
　
９
時
～

１２
　
時
１７

▼
場
　
所
　
公
民
館

▼
問
い
合
わ
せ
　
代
表
　
加
藤
セ

ツ
子
さ
ん
（
緯
４
２
～
２
６
２

３
）

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

▲文化祭で展示した作品（左）と素焼き後の作品（右）

巡回時間・場所（各月共通）

文珠第三町内会館前９：００～９：２５

文珠バス停横９：３０～９：４０

文珠しらかば町内会館前９：４５～１０：００

自動車学校前１０：０５～１０：３０

文珠郵便局横１０：３５～１０：４５

文珠第一町内会館前１０：５０～１１：００

中村生活館駐車場１１：０５～１１：２０

神威神楽岡公園前１１：２５～１１：３５

神威経塚工業営業所横１１：４０～１１：５０

各月の巡回日

１７日（木）・３１日（木）１０月１７日（水）・３０日（火）４月

１５日（金）・２９日（金）１１月１７日（金）・３０日（木）５月

１６日（月）・２７日（金）１２月１７日（月）・２８日（金）６月

１７日（金）・３１日（金）１月１７日（水）・３１日（水）７月

１７日（月）・２８日（金）２月１６日（金）・３０日（金）８月

１７日（月）・２８日（金）３月１７日（火）・３０日（月）９月

　移動収納車巡回日程は下表のとおりです。毎月２回運行しますので、ご利用ください。

諮取り扱い科目　市道民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税、後期高齢者医療保険料、

住宅使用料、介護保険料、上下水道料、各種使用料など。

諮問い合わせ　税務グループ（市役所２階緯４２～３２１４）

平平成成2255年度 移動収納車巡回日年度　移動収納車巡回日程程
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春
の
交
通
安
全
運
動
の
実
施
に
あ
た
っ
て
、
交
通
安
全
を
自
ら
の

こ
と
と
捉
え
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
や
思
い
や
り
の
あ
る
交
通
マ
ナ

ー
の
実
践
が
主
体
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通

安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

 

〈
赤
歌
警
察
署
・
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
作
戦
本
部
・
歌
志
内
市
〉

春春春春春春春春春春
のののののののののの
全全全全全全全全全全
国国国国国国国国国国
交交交交交交交交交交
通通通通通通通通通通
安安安安安安安安安安
全全全全全全全全全全
運運運運運運運運運運

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動動動動動動動動動動動

■
自
転
車
利
用
者
の
事
故
防
止

▽
運
転
手
は
…
交
差
点
等
の
自
転

車
の
動
き
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

▽
家
庭
で
は
…
子
ど
も
を
自
転
車

に
乗
せ
る
と
き
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
着
用
さ
せ
ま
し
ょ
う

■
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

▽
運
転
手
は
…
子
ど
も
や
高
齢
者

を
見
か
け
た
ら
、
徐
行
す
る
な

ど
の
運
転
を
し
ま
し
ょ
う

▽
家
庭
で
は
…
大
人
が
交
通
ル
ー

ル
の
手
本
を
示
し
、
子
ど
も
に

マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
さ
せ
ま
し

ょ
う

■
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
防
止

▽
運
転
手
は
…
時
間
に
ゆ
と
り
を

も
ち
、
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
で
安

全
運
転
を
実
践
し
ま
し
ょ
う

▽
家
庭
で
は
…
運
転
者
が
ス
ピ
ー

ド
を
出
し
す
ぎ
な
い
よ
う
に
み

ん
な
で
注
意
し
ま
し
ょ
う

■
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

▽
運
転
者
は
…
全
て
の
座
席
の
同

乗
者
に
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着

用
さ
せ
ま
し
ょ
う

▽
家
庭
で
は
…
出
か
け
る
と
き
は
、

全
て
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
等
を
正

し
く
着
用
し
て
い
る
か
、
み
ん

な
で
確
か
め
ま
し
ょ
う

■
飲
酒
運
転
の
根
絶

▽
運
転
者
は
…
飲
酒
運
転
の
危
険

性
や
責
任
の
重
大
さ
を
し
っ
か

り
と
認
識
し
、
飲
酒
運
転
の
根

絶
に
努
め
ま
し
ょ
う

▽
家
庭
で
は
…
飲
酒
運
転
を
家
族

全
員
で
防
止
し
ま
し
ょ
う

４４４４４４４４４４
月月月月月月月月月月
６６６６６６６６６６
日日日日日日日日日日
～～～～～～～～～～
同同同同同同同同同同

４
月
６
日
～
同
　
日日日日日日日日日日日
１１１１１１１１１１５５５５５５５５５５１５

運
動
の
重
点

宇
野
山
に
出
か
け
る
前
に
、
市
役

所
な
ど
で
出
没
情
報
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

宇
出
没
情
報
の
あ
る
場
所
へ
は
入

ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

宇
野
山
で
は
複
数
で
行
動
し
、
１

人
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

宇
仲
間
と
大
き
な
声
で
会
話
す
る

な
ど
、
音
で
人
の
存
在
や
接
近

を
ヒ
グ
マ
に
知
ら
せ
、
突
発
的

な
遭
遇
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

宇
フ
ン
や
足
跡
を
見
つ
け
た
と
き

は
、
す
ぐ
に
そ
の
場
を
離
れ
引

き
返
し
ま
し
ょ
う
。

宇
早
朝
や
夕
方
、
悪
天
候
な
ど
の

と
き
は
、
野
山
に
入
ら
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

宇
野
山
に
出
か
け
る
時
は
、
家
族

や
知
人
に
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

道では、ヒグマによる人身事故を未然に防止するため、４月６　道では、ヒグマによる人身事故を未然に防止するため、４月６日日
（土）～５月６日（月）まで「ヒグマ注意特別期間」と設定してい（土）～５月６日（月）まで「ヒグマ注意特別期間」と設定していまま
すす。。
昨年は、本市でもヒグマの目撃情報が多数寄せられており、本年　昨年は、本市でもヒグマの目撃情報が多数寄せられており、本年もも

ヒグマが人里に出没する可能性が高いことから、ヒグマによる人身ヒグマが人里に出没する可能性が高いことから、ヒグマによる人身事事
故を防ぐために次のことに注意しましょう故を防ぐために次のことに注意しましょう。。

〈商工観光グループ 市役所３ 〈商工観光グループ　市役所３階階緯緯４２～３２１５４２～３２１５〉〉

ヒグマ注意特別期間４月６日～５月６日は

ヒ
グ
マ
と
遭
遇
し
た

ヒ
グ
マ
と
遭
遇
し
た
らら

ヒ
グ
マ
と
遭
遇
し
な

ヒ
グ
マ
と
遭
遇
し
な
いい

た
め
た
め
にに

宇
慌
て
て
走
っ
て
逃
げ
る
と
追
い

か
け
て
く
る
の
で
や
め
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
ヒ
グ
マ
と
の
距
離

が
近
い
場
合
は
視
線
を
そ
ら
さ

ず
、
動
き
を
見
な
が
ら
ゆ
っ
く

り
と
後
退
し
て
く
だ
さ
い
。

宇
子
グ
マ
を
見
つ
け
て
も
、
必
ず

近
く
に
親
グ
マ
が
い
る
の
で
絶

対
に
近
づ
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

宇
急
に
大
声
を
出
し
た
り
、
急
な

動
き
を
す
る
と
、
ヒ
グ
マ
を
刺

激
し
危
険
で
す
の
で
や
め
ま
し

ょ
う
。

ヒ
グ
マ
の
出
没
を
防

ヒ
グ
マ
の
出
没
を
防
ぐぐ

た
め
た
め
にに

宇
ヒ
グ
マ
が
生
息
す
る
地
域
で
は
、

お
び
き
寄
せ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
生
ご
み
や
保
存
食
を
適
切

に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

宇
野
山
で
飲
食
な
ど
し
た
場
合
、

残
飯
、
空
き
缶
な
ど
の
ゴ
ミ
は

必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

宇
畑
な
ど
で
作
物
を
栽
培
し
て
い

る
場
合
、
未
収
穫
に
し
て
お
か

ず
に
、
適
切
に
処
分
し
ま
し
ょ

う
。

■
野
山
で
ヒ
グ
マ
を
見
つ
け
た
り
、

足
跡
を
見
つ
け
た
と
き
は
、
市

役
所
ま
で
情
報
提
供
を
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
グ
ル

ー
プ
（
市
役
所
３
階
緯
４
２
～

３
２
１
５
）
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■
市
長
部
局

▼
課
長
職
（
事
務
取
扱
）
▽
総
務

課
長
事
務
取
扱
を
解
く
（
総
務
課

長
事
務
取
扱
）
副
市
長
　
 岩
  﨑
  雄
 

い
わ
 さ
き
 ゆ
う

 逸
 ▼
課
長
職
▽
総
務
課
長
（
議
会

え
つ事

務
局
長
） 
渡
  部
  一
  幸
 ▼
主
幹
職

わ
た
 な
べ
 か
ず
 ゆ
き

▽
総
務
課
主
幹
兼
（
総
務
課
庶
務

企
画
Ｇ
主
任
主
査
） 
大
  家
  浩
  二
 ▽

お
お
 
や
 
こ
う
 
じ

市
民
課
主
幹
（
市
民
課
環
境
交
通

Ｇ
主
任
主
査
） 山
  崎
  亨
 ▽
保
健
福

や
ま
 ざ
き
 と
お
る

祉
課
生
活
保
護
Ｇ
主
査
事
務
取
扱

を
解
く
（
保
健
福
祉
課
主
幹
兼
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
副
所
長
兼

生
活
保
護
Ｇ
主
査
事
務
取
扱
） 
長
 

な
が

 野
  芳
  智
 ▽
建
設
課
主
幹
（
中
空
知

の
 
よ
し
 と
も

広
域
水
道
企
業
団
派
遣
） 
桑
  島
  康
 

く
わ
 じ
ま
 こ
う

 司
 ▽
産
業
課
主
幹
（
選
挙
管
理
委

じ員
会
事
務
局
次
長
兼
総
務
課
主

幹
） 
平
  間
  靖
  人
 ▼
主
任
主
査
職
▽

ひ
ら
 
ま
 
や
す
 ひ
と

総
務
課
庶
務
企
画
Ｇ
主
任
主
査

（
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教
育

Ｇ
主
査
） 
北
  風
  是
  紀
 ▽
財
政
課
財

き
た
 か
ぜ
 よ
し
 の
り

政
管
財
Ｇ
主
任
主
査
（
財
政
課
財

政
管
財
Ｇ
主
査
） 
佐
  藤
  幸
  哉
 ▽
市

さ
 
と
う
 ゆ
き
 
や

民
課
環
境
交
通
Ｇ
主
任
主
査
（
中

・
北
空
知
廃
棄
物
処
理
広
域
連
合

派
遣
） 
高
  村
  昌
  直
 ▽
保
健
福
祉
課

た
か
 む
ら
 ま
さ
 な
お

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
主
任
主

査
（
保
健
福
祉
課
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
主
査
） 
石
  田
  信
  代
 ▽
建

い
し
 
だ
 
の
ぶ
 
よ

設
課
土
木
下
水
道
Ｇ
主
任
主
査

（
建
設
課
土
木
下
水
道
Ｇ
主
査
）

 山
  田
  元
 ▼
主
査
職
▽
総
務
課
庶

や
ま
 
だ
 
は
じ
め

務
企
画
Ｇ
主
査
（
保
健
福
祉
課
福

祉
事
業
Ｇ
主
任
） 
逢
  坂
  秀
  夫
 ▽
財

あ
い
 さ
か
 ひ
で
 
お

政
課
財
政
管
財
Ｇ
主
査
（
産
業
課

商
工
観
光
Ｇ
主
査
） 
山
  岸
  康
  治
 ▽

や
ま
 ぎ
し
 こ
う
 
じ

財
政
課
財
政
管
財
Ｇ
主
査
（
財
政

課
財
政
管
財
Ｇ
主
任
） 
伊
  藤
  秀
  俊
 

い
 
と
う
 ひ
で
 と
し

▽
財
政
課
税
務
Ｇ
主
査
（
市
民
課

廃
棄
物
対
策
Ｇ
主
査
） 髙
  草
  木
  
敦
 

た
か
 く
さ
 
き
 
あ
つ
し

▽
財
政
課
税
務
Ｇ
主
査
（
総
務
課

庶
務
企
画
Ｇ
主
任
） 岩
  間
  剛
 ▽
市

い
わ
 
ま
 
つ
よ
し

民
課
保
険
医
療
Ｇ
主
査
（
市
民
課

保
険
医
療
Ｇ
主
任
） 
安
  楽
  政
  人
 ▽

あ
ん
 ら
く
 ま
さ
 
と

保
健
福
祉
課
福
祉
事
業
Ｇ
主
査

（
保
健
福
祉
課
福
祉
事
業
Ｇ
主

任
） 山
  川
  勉
 ▽
保
健
福
祉
課
福
祉

や
ま
 か
わ
 つ
と
む

事
業
Ｇ
主
査
（
財
政
課
税
務
Ｇ
主

任
） 谷
  口
  誠
 ▽
保
健
福
祉
課
生
活

た
に
 ぐ
ち
 ま
こ
と

保
護
Ｇ
主
査
（
保
健
福
祉
課
福
祉

事
業
Ｇ
主
査
） 宇
  佐
  美
  淳
 ▽
保
健

う
 
さ
 
み
 
じ
ゅ
ん

福
祉
課
生
活
保
護
Ｇ
主
査
（
保
健

福
祉
課
生
活
保
護
Ｇ
主
任
） 
金
  谷
 

か
な
 
や

こ
ず
え
▽
保
健
福
祉
課
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
主
査
（
監
査
委
員

事
務
局
主
査
） 
遠
  藤
  裕
  子
 ▽
建
設

え
ん
 ど
う
 ゆ
う
 
こ

課
土
木
下
水
道
Ｇ
主
査
（
建
設
課

土
木
下
水
道
Ｇ
主
任
） 佐
  々
  木
  
修
 

さ
 
さ
 
き
 
し
ゅ
う

 一
 ▽
建
設
課
建
築
住
宅
Ｇ
主
査

い
ち（

教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
教
育

Ｇ
主
任
） 
伊
  藤
  雄
  樹
 ▽
産
業
課
商

い
 
と
う
 ゆ
う
 
き

工
観
光
Ｇ
主
査
（
建
設
課
建
築
住

宅
Ｇ
主
任
） 
佐
  藤
  良
  治
 ▽
市
立
病

さ
 
と
う
 よ
し
 は
る

院
事
務
局
主
査
（
財
政
課
財
政
管

財
Ｇ
主
査
） 三
  浦
  悟
 ▽
市
立
病
院

み
 
う
ら
 さ
と
る

医
局
臨
床
検
査
室
主
査
（
市
立
病

院
医
局
臨
床
検
査
室
主
任
兼
事
務

局
主
任
） 
堀
  真
  也
 

ほ
り
 し
ん
 
や

■
議
会
事
務
局

▼
課
長
職
▽
議
会
事
務
局
長
（
財

政
課
主
幹
） 
阿
  部
  幸
  雄
 

あ
 
べ
 
ゆ
き
 
お

■
教
育
委
員
会
事
務
局

▼
主
査
職
▽
教
育
委
員
会
事
務
局

学
校
教
育
Ｇ
主
査
（
総
務
課
庶
務

企
画
Ｇ
主
査
） 外
  川
  純
 ▽
教
育
委

そ
と
 か
わ
 じ
ゅ
ん

員
会
事
務
局
社
会
教
育
Ｇ
主
査

（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
Ｇ
主

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

任
） 
佐
  久
  間
  淳
  史
 

さ
 
く
 
ま
 
あ
つ
 
し

■
監
査
委
員
事
務
局

▼
主
査
職
▽
監
査
委
員
事
務
局
主

査
（
市
立
病
院
事
務
局
主
査
） 
沢
 

さ
わ

 田
 て
る
み

だ■
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

▼
課
長
職
▽
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
長
兼
（
議
会
事
務
局
長
） 
渡
 

わ
た

 部
  一
  幸
 ▼
主
幹
職
▽
選
挙
管
理
委

な
べ
 か
ず
 ゆ
き

員
会
事
務
局
次
長
（
総
務
課
庶
務

企
画
Ｇ
主
任
主
査
） 
大
  家
  浩
  二
 ▼

お
お
 
や
 
こ
う
 
じ

主
任
主
査
職
▽
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
主
任
主
査
兼
（
教
育
委
員

会
事
務
局
学
校
教
育
Ｇ
主
査
） 
北
 

き
た

 風
  是
  紀
 

か
ぜ
 よ
し
 の
り

■
消
防
本
部

▼
主
査
職
▽
警
防
・
救
急
Ｇ
主
査

（
警
防
・
救
急
Ｇ
主
任
） 大
  沼
  勝
  也
 

お
お
 ぬ
ま
 か
つ
 や

■
派
遣
職
員

▼
主
査
職
▽
中
・
北
空
知
廃
棄
物

処
理
広
域
連
合
（
建
設
課
土
木
下

水
道
Ｇ
主
任
） 
前
  田
  真
  作
  一
 ▽
中

ま
え
 
だ
 
ま
 
さ
 
ひ
と

空
知
広
域
水
道
企
業
団
（
産
業
課

商
工
観
光
Ｇ
主
任
） 
三
  浦
  友
  宏
 

み
 
う
ら
 と
も
 ひ
ろ

■
平
成
　
年
３
月
　
日
付
退
職
者

２５

３１

▽
 奥
  原
  均
 （
市
民
課
主
幹
）
▽
 佐
 

お
く
 は
ら
 ひ
と
し
 

さ

 藤
  富
  美
  雄
 （
建
設
課
主
幹
）
▽
 牧
 

と
う
 
ふ
 
み
 
お
 

ま
き

 義
  法
 （
産
業
課
主
幹
）
▽
 日
  影
  慶
 

よ
し
 の
り
 

ひ
 
か
げ
 け
い

 一
 （
建
設
課
技
師
）

い
ち■

平
成
　
年
３
月
　
日
付
派
遣
期

２５

３１

間
終
了

▽
 松
  田
  雄
  二
 （
市
民
課
付
主
幹
）

ま
つ
 
だ
 
ゆ
う
 
じ

▽
 加
  藤
  隆
  弘
 （
社
会
教
育
主
事
）

か
 
と
う
 た
か
 ひ
ろ

■
４
月
か
ら
市
役
所
の
行
政
組
織

が
一
部
変
わ
り
ま
す

　
市
民
課
の
環
境
交
通
Ｇ
と
廃
棄

物
対
策
Ｇ
が
行
政
組
織
の
見
直
し

に
よ
り
統
合
し
、「
環
境
交
通
Ｇ
」

と
な
り
ま
し
た
。

　
庁
舎
内
の
グ
ル
ー
プ
の
位
置
及

び
電
話
番
号
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

※
Ｇ
は
グ
ル
ー
プ
の
略
で
す
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平
成

年
４
月
１
日

平
成
　
年
４
月
１
日
付付
　

歌
志
内
市
職
員
人
事
異

歌
志
内
市
職
員
人
事
異
動動

２５２５

　
昨
年
の
４
月
、
文
珠
地
区
で
融
雪
に
よ
る
土
砂
災
害
が
発
生
し
、
多
く

の
方
が
避
難
す
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
年
３
月
に
は
道
内
で
暴
風
雪
に
よ
る
死
者
が
出
る
痛
ま
し
い

事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
日
ご
ろ
か
ら
気
象
予
報
な
ど
の
情
報
に
注
意
す
る
と
と
も
に
、
い
ざ
と

い
う
と
き
に
慌
て
な
い
よ
う
、
近
所
の
地
形
や
避
難
経
路
な
ど
を
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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